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Ⅰ 業務概要 

 

１．業務の目的 

 

沖縄県八重山列島石垣島周辺の海域及び石西礁湖は豊かなサンゴ礁生態系が広がり多様な海洋生

物が生息していることから、西表石垣国立公園の海域公園地区等に指定されている。一方で、これら

の海域ではサンゴを捕食するオニヒトデの周期的な大量発生が確認されており、捕食圧が増大するこ

とによりサンゴ礁海域の生物多様性や海中景観が著しく損なわれる可能性があるほか、漁業や観光業

など地域経済へも影響を及ぼす可能性もあるため、とりわけ注目すべき攪乱要因のひとつとされてい

る。しかし、大量発生するメカニズムは未だ解明されておらず正確な予想が困難であることから、予

兆を早期検知し直ちに警戒態勢を構築することが重要である。 

本業務では、サンゴ礁生態系の保全を目的として、西表石垣国立公園の石垣島周辺及び石西礁湖の

海域公園地区を中心に、オニヒトデの大量発生の予兆を検知する指標となる稚オニヒトデの分布調査

等を行うとともに、主に漁業や観光業の事業者等に対して講習会を開催することで探索技術を身につ

けた人材を育成し監視体制の強化を図るものである。 

 

２．業務の流れ 

 

  業務の流れを図 1のフロー図に示す。 

 

 

【計画準備】 

・業務計画書作成、空中写真の判読による検討、既存資料の収集。 

【講習会の開催】 

・2 月中に漁業及び観光業の事業者等を対象に、室内講習と野外講習

を合わせた講習会を 2 回開催した（1 回につき最大 6 名）。 

【業務報告書の作成】 

・業務全体のデータ整理、解析・考察を行い、報告書を作成。 

【稚オニヒトデの分布調査等の実施】 

・石垣島周辺および石西礁湖における海域公園地区等において、稚オ

ニヒトデ分布調査を 2 月中に 3 日間実施。 
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図 1 業務フロー図 
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３．業務の内容 

（１）実施計画書の作成 

 業務の作業内容、日程、安全対策、実施体制、作業フロー等をまとめ実施計画書案を作成し、沖縄

奄美自然環境事務所石垣自然保護官事務所担当官（以下、「環境省担当官」という。）へ提出し、了解

を得て確定した。業務実施計画書の内容を変更する必要が生じた場合には、速やかに環境省担当官に

相談し、了解が得られた内容を反映した業務実施計画を作成の上環境省担当官へ提出した。 

 

（２）打合せの実施 

業務期間中、環境省石垣自然保護官事務所（沖縄県石垣市八島町）にて４回程度打合せを行った（業

務着手時、稚オニヒトデの分布調査の実施後、講習会開催の実施前、報告書取りまとめ時）。環境省

担当官の指示があった場合は速やかに打合せ記録簿案を作成して提出し、了解を得て確定した。 

 

（３）稚オニヒトデ分布調査等の実施 

以下ア～エの方法で、稚オニヒトデ（直径１cm 未満のオニヒトデとする。以下、「稚ヒトデ」とい

う。）の分布調査等を実施した。 

 

ア 実施場所 

石垣島周辺の海域及び石西礁湖における海域公園地区等において実施した。なお、詳細は最

新の稚ヒトデの生息状況等を踏まえ、環境省担当官と協議の上決定した。 

イ 実施期間及び実施回数 

業務実施期間中に、合計 3 回の稚ヒトデ分布調査を実施した。なお、1 回当たりの作業日数

は 1日とし、当該海域において、船上監視 1名、分布調査等担当者 2名（１人１日当たりタン

ク 3本使用）の 3名の体制で作業を行った。 

ウ 分布調査等の実施方法 

当該海域における稚ヒトデの探索、駆除方法等を熟知した潜水士資格保有者が従事し、スク

ーバ潜水により分布調査及び捕獲を行い、捕獲した稚ヒトデは環境省担当官の指示のもと適切

に処分した。 

エ 記録項目 

毎回、次の①～⑧の項目について様式１へ記録し、実施後速やかに環境省担当官へ報告した。

なお、適宜写真記録も行った。 

①実施日 

②海域名 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

④従事者数 

⑤代表者名 

⑥作業時間 

⑦１人当たりの使用タンク数 

⑧その他、作業中に気付いたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など） 
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（４）講習会の実施 

監視体制強化のため、主に石垣島周辺の海域や石西礁湖で操業する漁業や観光業の事業者等を対

象に稚ヒトデ探査技術の習得及び向上を目的とした講習会を 2回開催した。開催に当たっては、稚

ヒトデの探索、駆除方法等を熟知した潜水士資格保有者が講師として従事した。講習会の構成は下

記①及び②のとおりとし、環境省担当官と詳細を調整の上、開催に必要な日程調整、開催案内、出

席者のとりまとめ、発表資料の作成、傭船、会場設営、参加者の安全管理、保険加入の手続き等、

観察会の運営に係る作業を行った。なお、会場は環境省国際サンゴ礁研究モニタリングセンターの

レクチャー室で行った。 

 

①室内講習：オニヒトデの生態、（３）の結果を含む近年のオニヒトデの発生状況、稚ヒトデ探索

の際の着眼点等の説明を含む講義を行った。 

②野外講習：必要な船及び機材の手配や船上監視員の確保等を行い受講者とともに海域でスクー

バ潜水により探索を行った（受講者１名あたりタンク１本を使用）。 

 

（５）整理・解析及び報告書の作成 

上記（２）～（４）の実施結果の報告書を取りまとめた（本書）。 

 

４．安全対策 

（１）稚ヒトデ分布調査を実施する前には、必ず環境省担当官に連絡した。 

（２）稚ヒトデ分布調査に従事する者に対し、事故防止のための講習を実施するとともに、緊急連絡先

を配布した。 

（３）実際の作業に当たっては、「オニヒトデ駆除安全管理基準」（沖縄県ダイビング安全対策協議会）

等を参考に、安全対策に万全を期した。 

また、本業務に係る具体的な作業方法等については、環境省担当官と適宜連絡調整の上、安全管

理に十分配慮して実施した。 

 

【安全管理対策】 

(1)関係団体等への周知 

(2)一般事項（作業員の安全対策、作業計画、安全確認の周知等、事故発生時、緊急事態の確認等） 

(3)海上作業災害の予防（気象・海象の入手確認、風速、波高などの作業中止基準の設定 

(4)潜水業務の管理（使用機材の点検、潜水作業の安全管理の確認、国際信号旗「A 旗」の掲揚等） 

 

【環境保全対策】 

(1)調査中は、環境保全のため関係法令および条例を守り、調査船舶等で作業により発生したゴミ

は持ち帰り適切に処分した。 

(2)調査中において、サンゴ類をはじめとする生物に損傷をあたえないようにダイバーによるアン

カーリングの実施、潜水作業のフィンキック等において十分配慮した。 
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【緊急時連絡系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．実施体制 

本業務を効果的に実施するために、請負者は次の（１）～（５）の実施体制を整えた。 

（１）本業務の専任の担当者を置き、電話・メール等により発注者と連絡がとれる体制を確保した。 

（２）業務の実施に当たっては、環境省担当官と十分な連絡を保ち、その指示及び承諾を受け業務を行

った。 

（３）業務の実施に当たっては、関係法令及び適用基準等を遵守下。 

（４）業務で協力会社を使用する場合は、環境省担当官と協議し承諾を得た。 

（５）業務に当たっては、環境省担当官と連携をとり実施した。 

 

【執行体制、役割分担】 

   主任技術者：吉田 稔（有限会社 海游） 

      役割：業務の総括及び現場責任者、室内講習の講師、データ整理・解析考察、取りまとめ 

    

担当技術者：本宮 信夫（有限会社 海游）、大石 健太（有限会社 海游） 

      役割：現地調査の実施、野外講習指導、データ整理・解析考察、取りまとめ 

 

６．業務履行期限 

契約締結日から令和５年３月２８日まで 

八重山警察署 

℡緊急 110 

℡通常 0980-82-0110 

有限会社 海游℡0980-83-9083 

 

主任技術者 

 吉田 稔 ℡090-1870-8446 

現場責任者 

 本宮 信夫 ℡090-8837-6190 

 大石 健太 ℡090-3644-0169 

 

沖縄県立八重山病院 

℡0980-87-5557 

石垣海上保安本部 

警備救難課 

℡緊急 118 

℡通常 0980-82-4841 

石垣市消防本部 

℡緊急 119 

℡通常 0980-82-4047 

（入港予定地、事故状況） 

環境省 

石垣自然保護官事務所 

℡0980-82-4768 

担当官：大嶽 若緒 

℡090-4110-3703 

八重山労働基準監督署 

℡098-82-2344 

事故発生 

被災者宅 

通報内容 

・「何時、何処で、何が」発生し、 

「現在、何処で、何を」している 

・救助要請の内容 

・救急・捜索、救急車の要請 
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Ⅱ 業務完了結果 

 

１．稚ヒトデ分布調査 

（１）第１回目稚ヒトデ分布調査 

第１回目稚ヒトデ分布調査は、下図の竹富タキドングチで 2023 年 2 月 9 日に実施した。この海域の

選定した理由は、数年前からの環境省のオニヒトデ監視駆除事業で竹富タキドングチが指定されている

ということと、過去に局所的な大発生が当該海域から始まり広がっていった経緯があったことである。

ゆえに今回の稚ヒトデ分布調査 1回と野外講習会 2回の計 3回集中して実施した。また、稚ヒトデの生

息していそうな微環境が整っている。 

分布調査担当者 2 名（本宮信夫、大石健太）、船上監視員 1 名（吉田稔）の 3 名体制で 1 人当たりタ

ンク 1本使用し 3地点で実施した。下記の記録項目は様式 1に準ずる。 

   

①実施日：2023年 2月 9日 

②海域名：竹富タキドングチ 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

ボンベ本数 確認数 捕獲数 緯度経度 

1本目 1 1 N24°20′45.4″  E124°05′18.8″ 

2本目 0 0 N24°20′50.3″  E124°04′56.7″ 

3本目 0 0 N24°20′46.9″  E124°04′44.4″ 

合計 1 1 GPS 座標系：WGS84 

 

 

 ④従事者数：3名（分布調査担当：本宮 信夫、大石 健太） 

 ⑤代表者：吉田 稔（船上監視） 

 ⑥作業時間：180分 

 ⑦1人当たりの使用タンク数：3本 

 ⑧その他、作業中に気づいたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など）： 

  竹富島北側に面した縁溝縁脚の発達した礁斜面で、縁溝部は砂礫底で水深 5～12m であった。ダ

1 本目 

2 本目 

3 本目 

竹富島 
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イビングポイントとしてはほとんど利用されていないが 2016 年の白化でサンゴ被度が低下して以

来回復は遅かったが現在直径 1～3 ㎝のミドリイシ新規加入が多く 3 年ほど後にはもとに戻る可能

性がある。サンゴ被度は 10～30％でミドリイシ類やキクメイシ類、ハマサンゴ類などが見られる多

種混成である。調査・探索は水深 10ｍ程度の根の裾部で実施した。1本目で稚ヒトデの食痕が確認

でき 1個体捕獲した。捕獲した稚ヒトデのサイズは 5㎜であった。そのあとは確認捕獲できなかっ

たが稚ヒトデ食痕に似たものが見られた。 

 ⑨海域の状況 

  

分布調査場所は竹富島タキドングチであり、縁溝縁脚が発達した礁斜面。 

  

根の裾部のオーバーハングした暗い場所で無節サンゴモ上に稚サンゴの食痕と稚サンゴが見られる。 

  

捕獲した直径 5 ミリの稚ヒトデ。 
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（２）第２回目稚ヒトデ分布調査 

第２回目稚ヒトデ分布調査は、下図の屋良部崎～御神崎の間の海域で 2023 年 2 月 12 日に実施した。 

この海域を選定した理由は、竹富タキドングチとよく似た縁溝縁脚の発達した北側に面した礁斜面で、

稚ヒトデが生息する微環境もよく似ていることである。 

分布調査担当者 2 名（本宮信夫、大石健太）、船上監視員 1 名（吉田稔）の 3 名体制で 1 人当たりタ

ンク 1本使用し 3地点で実施した。下記の記録項目は様式 1に準ずる。 

   

①実施日：2023年 2月 12日 

②海域名：屋良部崎～御神崎の間の海域 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

ボンベ本数 確認数 捕獲数 緯度経度 

1本目 0 0 N24°26′25.4″  E124°04′19.6″ 

2本目 0 0 N24°26′20.2″  E124°04′23.7″ 

3本目 0 0 N24°26′37.1″  E124°04′27.2″ 

合計 0 0 GPS 座標系：WGS84 

 

 

 

 ④従事者数：3名（分布調査担当：本宮 信夫、大石 健太） 

 ⑤代表者：吉田 稔（船上監視） 

 ⑥作業時間：180分 

 ⑦1人当たりの使用タンク数：3本 

  

1本目 

2本目 

3本目 

石垣島 

崎枝半島 
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 ⑧その他、作業中に気づいたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など）： 

  縁溝縁脚の発達した礁斜面で、縁溝部は砂礫底で水深 3～14m であった。ダイビングポイントと

してもよく利用される海域である。サンゴ被度 5～20％でキクメイシ類やアナサンゴモドキ類、ハ

マサンゴ類などの多種混成である。レイシガイダマシによる食痕が少し見られた。オーバーハング

部には無節サンゴモも多く見られ、稚ヒトデ探索に適した場所が多かったが稚ヒトデは 3本とも見

られなかった。 

 ⑨海域の状況 

  

分布調査場所は御神崎の手前の海域であり、縁溝縁脚が発達した礁斜面。 

  

根の上部の表に出た無節サンゴモ上には、稚ヒトデが魚類などの餌となるための理由で見られない。 

  

根の裾部はオーバーハング状になり無節サンゴのもあり、偽食痕も見られた。 
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（３）第３回目稚ヒトデ分布調査 

第３回目稚ヒトデ分布調査は、下図の観音崎周辺海域で 2023年 2月 17日に実施した。この海域を選

定した理由は、竹富タキドングチと同様に縁溝縁脚の発達した礁斜面で、稚ヒトデの生息する微環境が

多くあることと、稚ヒトデ調査などで海域が北寄りの時化の際にも実施できることである。 

分布調査担当者 2 名（本宮信夫、大石健太）、船上監視員 1 名（吉田稔）の 3 名体制で 1 人当たりタ

ンク一本使用し 3地点で実施した。下記の記録項目は様式 1に準ずる。 

   

①実施日：2023年 2月 17日 

②海域名：観音崎周辺海域 

③稚ヒトデの確認数、捕獲数、GPS座標系及び緯度経度 

ボンベ本数 確認数 捕獲数 緯度経度 

1本目 0 0 N24°21′34.5″  E124°06′36.4″ 

2本目 0 0 N24°21′53.8″  E124°06′32.2″ 

3本目 0 0 N24°22′04.8″  E124°06′26.3″ 

合計 0 0 GPS 座標系：WGS84 

 

 

  

④従事者数：3名（分布調査担当：本宮 信夫、大石 健太） 

 ⑤代表者：吉田 稔（船上監視） 

 ⑥作業時間：180分 

 ⑦1人当たりの使用タンク数：3本 

 ⑧その他、作業中に気づいたこと（サンゴの被度、食痕の占める割合など）： 

  市街地から近い海域の礁斜面で、縁溝縁脚が発達し底質は砂礫底で水深 3～10m であった。あま

1本目 

2本目 

3本目 

名蔵湾 

観音崎 
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りダイビングポイント等では使われない場所であるが、2022年の白化前はサンゴ被度も高く海中景

観は良かった。サンゴ被度 5～20％でキクメイシ類やアナサンゴモドキ類、ハマサンゴ類などの多

種混成である。オーバーハング部の無節サンゴモが多く、稚ヒトデが確認できてもおかしくないよ

うな場所が多かったが探索の結果、稚ヒトデは 3本とも見られなかった。 

 

 ⑨海域の状況 

  

分布調査場所は観音崎周辺の海域であり、縁溝縁脚が発達した礁斜面。 

  

根の裾部のオーバーハング状の奥の無節サンゴモのある場所が、稚ヒトデと食痕の捜索ポイントである。 

  

調査方法は根の奥の無節サンゴモのある場所を、ライトを用いて丹念に探す。 
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２．稚ヒトデ講習会の開催 

監視体制強化のため、主に石垣島周辺の海域や石西礁湖で操業する漁業や観光業の事業者等を対象に

稚ヒトデ探査技術の習得及び向上を目的とした講習会を 2回開催した。参加者の募集は、加入している

ダイビング業のショップ数が 100程度ある八重山ダイビング協会の広報担当者から一斉メールをながし

てもらい周知した。漁業者に対しては八重山漁協青年部から広報してもらった。また興味があると個別

に事前相談があった地域住民に直接電話やメール等で案内した。 

【参加者募集のチラシ】 

『稚オニヒトデモニタリング講習会の開催のお知らせ』 

 

令和５年２月２２日 

有限会社 海游 吉田 稔 

 

１．はじめに 

 サンゴ礁生態系のバランスを崩す撹乱要因にオニヒトデがありますが、10 年前ぐらいから大発生は見られません。

しかし最近南半球ではオニヒトデが大発生しているというような話もあります。ゆえにいつも準備することが重要に

なってきます。その一つとしてオニヒトデの大発生を予測する方法で稚オニヒトデモニタリングがあります。そこで

今回はオニヒトデの生態や稚オニヒトデの見つけ方などの研修と実習の開催を行います。 

 

２．講習開催日（講習は 10 時から 15 時までの１日間で完了です） 

  令和５年２月２８日（火）と３月７日（火） 

 

３．講習内容（参加費は無料で、実習に関しては当方で保険加入します。） 

 〇午前 10 時から 11 時 30 分ぐらいまで（座学） 

  場所：環境省国際サンゴ礁研究モニタリングセンター（レクチャー室）八島町 

  〇11 時 30 分から各自昼休みで 13 時ぐらいには機材を持って登野城漁港東一組ハーリ小屋前に集合 

〇午後 13時 30 分出航で 15 時ぐらいまで（潜水実習、タンクは当方で準備します。） 

傭船：漁業者の船（予定：東 1 組 なりき丸） 

実習持ち物：各自の SCUBA 潜水器材と海中ライト（重要） 

実習場所は、風向きの状況で決定します。（時化は延期もあり） 

 

４．参加人数 

  参加者定員 6 名で定員になり次第締め切ります。ダイビングスキルが十分あり潜水士免許を保持していること。

募集はダイビングショップの経験の少ないスタッフを想定していますが、特に必須条件はありません。興味があれば

参加してください。 

  

５．参加申込先 

有限会社 吉田 稔 090-1870-884 もしくは  yoshida@kaiyu.co.jp でお願いします。 

  

この講習会は環境省「令和 4年度西表石垣国立公園（石垣地域）海域公園地区等における 

稚オニヒトデ調査等業務」の一環で行います。 

mailto:%20yoshida@kaiyu.co.jp
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（１）第１回目講習会 

（1）室内講習 

  2023 年 2 月 28 日の 10 時から 11 時 30 分まで環境省国際サンゴ礁研究モニタリングセンターのレ

クチャー室で実施した。オニヒトデの生態、今年度の稚ヒトデ分布調査の結果を含む近年のオニヒト

デの発生状況、稚ヒトデ探索の方法と着眼点の説明を行った。 

 ①講師：吉田 稔（有限会社 海游） 

 ②参加者：八重山漁協 2名、市内ダイビング業者 2名の合計 4名 

 ③室内講習会の状況 

  

室内講習会の状況 

  

室内講習会の状況 

 

 

（2）野外講習 

  2023年 2月 28日の午前中の受講者とともに海域で SCUBAダイビングにより、稚ヒトデの探索の場

所及び探索の仕方などを行った。 

 ①実施日：2023年 2月 28日 13時 30分から 

 ②海域名：竹富タキドングチ（N 24°20′44.4″ E 124°04′43.4″） 

 ③指導スタッフ：本宮 信夫（有限会社 海游）、大石 健太（有限会社 海游） 

 ④受講者：八重山漁協 2名、市内ダイビング業者 2名の合計 4名 

 ⑤船上監視：吉田 稔（有限会社 海游） 
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 ⑥作業時間：60分 

 ⑦一人当たりのタンク使用数：1本 

 ⑧その他、講習中に気付いたこと： 

  野外講習の海域は、今年度の稚ヒトデ分布調査で唯一稚ヒトデが確認捕獲された海域で稚ヒトデが

生息していそうな場所が多くある。場所は縁溝縁脚の発達した礁斜面で、縁溝部の底質は砂礫底であ

り水深は 3～13ｍであった。サンゴ被度 5～20％でミドリイシ類やキクメイシ類、ハマサンゴ類が生

息する多種混成型の海域であった。探索は主に根の裾部であまり移動せず丹念に稚ヒトデを探索した。

野外講習において、稚ヒトデは確認・捕獲できなかった。 

 

 

 

⑨野外講習の状況 

  

野外講習の準備の状況 

野外講習地点 

竹富島 
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根のすそ部のオーバーハング状の奥の無節サンゴモを確認中。 

  

調査方法は根の奥の無節サンゴモのある場所を、ライトを用いて丹念に探す。 

  

野外講習の海域の状況 
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（２）第２回目講習会 

（1）室内講習 

  2023 年 3 月 7日の 10 時から 11時 30分まで環境省国際サンゴ礁研究モニタリングセンターのレク

チャー室で実施した。オニヒトデの生態、今年度の稚ヒトデ分布調査の結果を含む近年のオニヒトデ

の発生状況、稚ヒトデ探索の方法と着眼点の説明を行った。 

 ①講師：吉田 稔（有限会社 海游） 

 ②参加者：観光業従事者 1名、稚ヒトデに興味のある地元住民 2名の合計 3名 

 ③室内講習会の状況 

  

室内講習会の状況 

 

 

（2）野外講習 

  2023年 3月 7日の午前中の受講者とともに海域で SCUBAダイビングにより、稚ヒトデの探索の場

所及び探索の仕方などを行った。 

 ①実施日：2023年 3月 7日 13時 30分から 

 ②海域名：竹富タキドングチ（N 24°20′37.8″ E 124°04′31.5″） 

 ③指導スタッフ：本宮 信夫（有限会社 海游）、大石 健太（有限会社 海游） 

 ④受講者：地元住民 1名の合計 1名 ※観光業従事者 1名と地元住民 1名は室内実習のみ 

 ⑤船上監視：吉田 稔（有限会社 海游） 

 ⑥作業時間：60分 

 ⑦一人当たりのタンク使用数：1本 

 ⑧その他、講習中に気付いたこと： 

  第 2回目の野外講習は稚ヒトデ確認捕獲の実績のある竹富タキドングチで実施した。場所は水路部

に近い離礁で、砂質底に比較的大きな根が点在する地形で水深は 3～13ｍであった。サンゴ被度 5～

20％でミドリイシ類やキクメイシ類、ハマサンゴ類が生息する多種混成型の海域であった。参加者は

指導スタッフの周辺で稚ヒトデが確認できそうな場所を指示してもらいオーバーハング部の奥をラ

イトで入念に探索した。2回目の野外講習では稚ヒトデは確認・捕獲できなかった。 
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⑨野外講習の状況 

  

野外講習の準備の状況 

  

調査方法は根の奥の無節サンゴモのある場所を、ライトを用いて丹念に探す。 

野外講習地点 

竹富島 
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根のすそ部のオーバーハング状の奥の無節サンゴモを確認中。 

  

無節サンゴモには稚ヒトデの食痕と似ているものも多く見られる。 

  

野外講習の海域の状況 
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３．まとめ 

（１）稚ヒトデ分布調査について 

 2023年 2月 9 日から 2月 17 日までの 3日間で稚ヒトデ分布調査を実施した。その結果稚ヒトデの

確認・捕獲数は合計 1 個体であった。講習会で使用した稚ヒトデモニタリングマニュアルの 21 ペー

ジの評価基準によると 15分間で 1個体、食痕 1～5個で「やや注意」のランクであった。今回タンク

1本で 15分間の 3回の稚ヒトデモニタリング調査を実施したことになり、タンク 23本の 69回調査で

1個体だけの確認・捕獲は非常に少ない印象で「やや注意」という感じはなかった。 

海域名 実施日数 従事者数 タンク本数 駆除数 駆除効率 

竹富タキドングチ周辺 1 2 6 1個体 0.17 

崎枝周辺 1 2 6 0個体 0.00 

観音崎周辺 1 2 6 0個体 0.00 

竹富タキドングチ周辺 

（野外講習） 

2  5 5 0個体 0.00 

合計 5 11 23 1個体 0.04 

   

（２）稚ヒトデ講習会の開催について 

稚ヒトデ講習会で 1 回当たり最大 6 名程度の参加者募集を行ったが、受講者数は 1回目 4 名、2 回

目 3名に留まった。案内は、八重山ダイビング協会に会員一斉メールをしてもらったがダイビング業

者からは 2名の参加であった。また、漁業者への参加は一斉メール等の体制がないので、若い漁業者

に焦点を絞って個別に電話してもらい、2 名の参加があった。募集案内が開催 5 日前であったこと、

ダイビング業者が比較的余裕のある冬の時期を過ぎてしまったこと、いろいろな漁業者の目に留まる

ような掲示等の工夫をできなかったことなどを踏まえ、次年度は早い時期から参加者募集を行うこと

で、より多くの事業者の関心を得られて募集が増えるかもしれない。ただし、初対面でも自由に質問

や発言ができる雰囲気であることも体制づくりには重要なので、講習会 1回の定員は 6名程度がちょ

うど良いと思われた。 

 

（３）稚ヒトデの生息状況・モニタリングなど総評 

 この十年間程度オニヒトデはあまり見られていないため、稚ヒトデもあまり見られないと思われる

が、地道に継続していろいろな海域で稚ヒトデモニタリングを実施しなければオニヒトデ大発生を早

期に予測できない。そのためには、日々いろいろな地域で従事する多くのダイバーや漁業者に協力し

てもらい情報やデータを蓄積していくことが重要である。 

モニタリング作業は地味であるが、やってみると結構面白いという意見もあった。この「面白い」

という感想が、本業務の主な目的のひとつである監視体制の強化につながるポイントとなる。例えば、

八重山の冬場のダイビングメニューや毎年恒例のイベントとして稚ヒトデモニタリングの定着を図

るのも一案と思う。実施時期はダイビングショップの事業者に比較的余裕が出る 12 月末から 2 月中

旬まで（北寄りの時化の日が多いものの石垣島の島影であれば実施可能）とし、イベント参加者から

のデータや写真を集めることで毎年かなりの情報蓄積となる。また、冬場の雇用創出や、稚ヒトデの

かわいらしい見た目から八重山の自然環境への理解促進や新たな魅力発信にも繋がるのではないか。

いずれにしても多くのダイバー、漁業者が楽しんで参加できるような仕組みを構築していかなければ

10年たっても現状のままとなる可能性が強い。 
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Ⅲ 講習会に使用した資料 

１．資料１：オニヒトデにはなし（成長、産卵などについて） 
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２．資料２：オニヒトデのはなし（沖縄県自然保護課の冊子一部引用） 

https://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/shizen/hogo/onihitode_no_hanasi.html 
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３．資料３：稚ヒトデモニタリングマニュアル（㈶亜熱帯総合研究所の冊子一部引用） 

https://www.ostc-okinawa.org/wp/img/2018/02/10c23675377157c21159e2ec9e107fdb.pdf 
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環境省 九州地方環境事務所 沖縄奄美自然環境事務所 
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